
博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 

博士論文内容の要旨 

4 歳から 14 歳の自閉症スペクトラム（ASD）児 89 名を対象として言語流暢性、デ

ザイン流暢性、児童向けウェクスラー知能検査Ⅳ（WISC-Ⅳ）ショートフォーム、絵

画語彙発達検査（PVT-R）及びフロスティッグ視知覚発達検査(DTVP)を実施した。言

語流暢性では語頭音流暢性の発達が遅延し、カテゴリー流暢性と WISC-Ⅳ類似問題

の間に関連性が見られた。デザイン流暢性は小学校中学年から高学年にかけて大き

く発達した。検査成績の因子分析によって言語流暢性を含む表出性言語機能、デザ

イン流暢性、空間認知、図と地の知覚の 4 因子が見いだされ、表出性言語機能、空

間認知及び図と地の知覚は小学校低学年から中学年に大きく発達し、デザイン流暢

性は小学校低学年から高学年まで継続的に発達した。 

 

博士論文審査結果の要旨 

発表者は予備審査以降の修正・追加内容として各章の研究に関して研究目的と結論

との整合性及び先行研究の追加について説明し、審査員は確認した。特に遂行機能に

関する従来の因子分析的研究との相違について、その検査項目の範囲の違いを確認し

た。審査員は本研究の新規性に関して検討し、ASD 児を対象とした言語及びデザイン

流暢性の研究はいくつかなされてきたが、発達的変化を明らかにした研究は従来にな

いこと、また、それぞれの流暢性検査についていくつかの条件での成績の相違を明ら

かにした研究もないことを確認した。 
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